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はじめに：なぜ「日本人の天才」に学ぶのか 
「成功するにはどうすればいいのか」「自分の可能性を最大限に引き出すには何が必要なのか」

——このような問いに対して、私たちはしばしば海外の成功者や最新のビジネス理論に答えを求
めます。しかし、実は私たちのすぐ身近に、時代を超えて学ぶべき「天才たちの生き方」が存在し

ています。それが、日本の歴史と現代に名を刻んだ偉人たちです。 

本書では、戦国時代の革命家から江戸時代の学者、明治の起業家、昭和の技術者、そして令和

を生きる現役アスリートまで、10の異なる分野で頂点を極めた日本人の天才を取り上げます。彼
らはそれぞれ異なる時代を生き、異なる困難に直面しながらも、共通する「成功の原則」を体現し

てきました。 

本書で紹介する10人の天才たち 

本書に登場するのは、以下の10人です。 

織田信長（戦国武将・革命家）— 常識を破壊し、新しい時代を切り拓いた天下人​
杉田玄白（蘭学医・翻訳者）— 未知の西洋医学に挑戦し、日本に知の革命をもたらした医師​
坂本龍馬（幕末の志士・起業家）— 敵対する勢力を結びつけ、新時代の扉を開いた仲介者​



福澤諭吉（教育者・啓蒙思想家）— 「学問のすゝめ」で日本人の意識を変えた教育の父​
野口英世（細菌学者・研究者）— 貧困と身体障害を乗り越え、世界的な医学者となった努力の人​
本田宗一郎（技術者・経営者）— 失敗を糧に世界企業を築き上げた技術者魂の体現者​
手塚治虫（漫画家・アニメ作家）— 日本のマンガ・アニメ文化を創造した「漫画の神様」​
長嶋茂雄（プロ野球選手・監督）— 天才的プレーと魅せる力で国民を熱狂させた「ミスター」​
宮本茂（ゲームクリエイター）— マリオやゼルダを生み出し、世界中に遊びの革命を起こした創
造者​
黒澤明（映画監督）— ヴェネツィア国際映画祭やアカデミー賞など、数々の国際的な映画賞を受
賞した天才。 

多様な分野から選んだ理由 

本書で取り上げる10人は、軍事・政治、医学、教育、研究、技術、芸術、スポーツ、エンターテイ
ンメントという多様な分野にわたります。なぜこれほど幅広い分野から選んだのか。それは、成功

の本質は分野を問わず共通しているからです。 

織田信長の「常識を疑う力」は、現代のスタートアップ経営者にも通じます。杉田玄白の「未知へ

の挑戦」は、新しい技術を学ぶビジネスパーソンに勇気を与えます。坂本龍馬の「人を繋ぐ力」

は、営業やマネジメントの現場で今も求められています。本田宗一郎の「失敗から学ぶ姿勢」は、

どんな職種でも不可欠です。多様な分野から学ぶことで、あなたの職業や立場に関係なく、必ず

心に響く「生き方のヒント」が見つかるはずです。 

時代を超えて共通する成功の因子 

本書に登場する10人には、時代や分野を超えて共通する「成功の因子」があります。それは、強
烈な好奇心、失敗を恐れない挑戦心、時代の常識を疑う視点、圧倒的な努力と継続力、他者へ

の敬意と感謝、明確なビジョンと目標設定、そして柔軟性と適応力です。 

彼らは決して最初から天才だったわけではありません。貧困、病気、挫折、裏切り——数々の逆
境を経験しながらも、それを力に変え、自分の道を切り拓いてきました。重要なのは、「生まれつ

きの才能」ではなく、「どう考え、どう行動したか」という思考法と行動原則なのです。 

本書の読み方・活用法 

本書は、単なる偉人伝ではありません。各章は統一フォーマットで構成されており、実践的な学

びを得られるように設計されています。 

まず「プロローグ」で、その人物の人生を変えた決定的な瞬間を知ることで、物語に引き込まれま

す。次に「生い立ちと若き日の苦難」で、彼らも私たちと同じように悩み、苦しんでいたことを実感

します。「成功への転機・ブレイクスルー」では、どんなきっかけで人生が変わったのかを学び、

「独自の哲学・思考法」では、成功を支えた考え方の核心に迫ります。そして「現代に活かす3つ
の教訓」で、具体的にあなたの仕事や人生にどう応用できるかを示し、最後に「心に残る名言・エ

ピソード」で、その人物の魂を感じ取ることができます。 

読み方は自由です。最初から順番に読んでもいいですし、気になる人物から読み始めても構い

ません。大切なのは、ただ読むだけでなく、自分の人生にどう活かすかを考えながら読むことで

す。 

さあ、時代を創った日本の天才たちの世界へ、一緒に旅立ちましょう。 



 

第1章：織田信長（戦国武将・革命家） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

永禄3年（1560年）5月19日早朝、尾張の若き当主・織田信長は、清洲城で衝撃的な報告を受け
た。駿河の大大名・今川義元が2万5千の大軍を率いて、尾張へ侵攻してきたというのだ。対する
信長の手勢はわずか4千。兵力差は6倍以上。家臣たちは籠城を進言したが、信長は迷わず出
陣を決断した。 

「敦盛」の一節を舞い、出陣した信長は、桶狭間で休息中の今川本陣に奇襲をかけた。激しい雨

の中、今川義元の首を討ち取ることに成功する。この「桶狭間の戦い」での勝利が、27歳の信長
を「東海一の弓取り」から「天下人への道」へと導く決定的な転換点となった。この日から、信長は

「常識を覆す者」として、戦国の歴史に名を刻むことになる。 

生い立ちと若き日の苦難 

天文3年（1534年）、織田信長は尾張国（現在の愛知県）の那古野城で、織田信秀の嫡男として
生まれた。幼名は吉法師。父・信秀は「尾張の虎」と呼ばれる優れた武将だったが、東からは今

川義元、北からは斎藤道三という強敵に挟まれ、常に戦いの連続だった。 

若き日の信長は「大うつけ（大馬鹿者）」と呼ばれていた。粗末な身なりで町を歩き回り、髪を茶筅

に結い、派手な着物を着て、仲間と騒ぎながら闊歩する姿は、武家の跡取りとしてあるまじきもの

だった。家臣たちは「あのような者が当主では織田家は滅びる」と嘆き、教育係の平手政秀は、

信長を諌めるため自害してまで訴えたほどだった。 

18歳で家督を継いだ信長を待っていたのは、さらなる試練だった。弟・織田信行（信勝）は「弟の
ほうが当主にふさわしい」と担がれ、家臣の柴田勝家らも弟の側についた。父の死後、織田家は

内紛に揺れ、信長は孤立した。周囲からは「うつけ殿では織田家は持たぬ」と陰口を叩かれ続け

た。しかし、この時期の信長の「うつけ」ぶりは、実は計算された演技だったとも言われている。敵

に油断させ、家臣の本性を見極めるための、したたかな戦略だったのかもしれない。 

成功への転機・ブレイクスルー 

信長の人生を変えたのは、永禄3年（1560年）の桶狭間の戦いだった。当時、今川義元は2万5千
の大軍を率いて尾張へ侵攻してきた。今川軍は圧倒的な兵力を誇り、周囲は「織田は終わった」

と見ていた。家臣たちも「籠城しかない」と口々に訴えた。 

しかし信長は違った。「敵が大軍であることは、むしろ好機だ」と考えた。大軍は移動が遅く、補給

に時間がかかる。今川義元は勝利を確信して油断している。その隙を突けば勝機がある——信
長は即座に出陣を決断した。 

信長はわずか4千の兵を率い、今川本陣へ向かった。折しも激しい雨が降り始め、視界が悪く
なった。この天候を利用し、信長は今川本陣へ急襲をかけた。休息中だった今川義元は不意を

突かれ、混乱の中で討ち取られた。大将を失った今川軍は総崩れとなり、織田軍は奇跡の勝利

を収めた。 



この勝利によって、信長は一躍「天下に名を轟かせる武将」となった。それまで「うつけ」と馬鹿に

していた者たちも、信長の戦略眼と決断力を認めざるを得なくなった。桶狭間での勝利は、信長

に「常識を疑い、リスクを取る勇気」がいかに重要かを証明した瞬間だった。 

独自の哲学・思考法 

信長の最大の特徴は、「常識を疑い、破壊し、創造する」という思考法にあった。彼は戦国時代の

既成概念にとらわれず、合理的で実利的な判断を貫いた。 

まず、信長は能力主義を徹底した。出身や家柄に関係なく、実力のある者を登用した。秀吉は農

民出身、明智光秀は浪人、滝川一益は忍者——これらの人材を信長は重用し、適材適所に配置
した。「血筋よりも実力」という考え方は、当時としては極めて革新的だった。 

次に、信長は経済政策にも力を入れた。「楽市楽座」という政策を推進し、商業の自由化を進め

た。それまで商人は「座」という組合に属さなければ商売ができなかったが、信長はこの規制を撤

廃し、誰でも自由に商売ができるようにした。また、関所を廃止し、物流を活性化させた。「経済が

強くなければ、軍事力も強くならない」——信長はこの原則を理解していた。 

さらに、信長は新しい技術を積極的に導入した。鉄砲をいち早く戦術に取り入れ、長篠の戦いで

は鉄砲隊を三段構えにして連続射撃を行い、武田の騎馬軍団を壊滅させた。「伝統よりも効率」

——これが信長の哲学だった。 

信長の印判には「天下布武」という文字が刻まれていた。これは「武力で天下を統一する」という

意味だが、同時に「秩序と平和をもたらす」という理想も込められていた。信長は単なる戦好きで

はなく、戦乱を終わらせ、新しい時代を創りたいと願っていた。 

現代に活かす3つの教訓 

信長の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：常識を疑い、既成概念を壊す勇気を持つ 信長は「それが当たり前」とされていたことに疑
問を持ち、新しいやり方を試した。現代のビジネスでも、「これまでこうやってきたから」という理由

だけで続けている慣習はないでしょうか。市場の変化に対応するには、常識を疑い、変革する勇

気が必要です。 

教訓2：能力主義を貫き、実力ある人材を登用する 信長は出身や学歴ではなく、「何ができるか」
で人を評価しました。現代の組織でも、年功序列や前例踏襲ではなく、能力と成果で人を評価す

ることが成長の鍵です。多様な背景を持つ人材を活かすことで、組織は強くなります。 

教訓3：スピードと決断力を最優先する 桶狭間での信長の勝因は、圧倒的なスピードと即断即決
でした。迷っている時間はチャンスを逃すことになります。現代のビジネスでも、完璧を求めて動

けないよりも、まず行動し、修正しながら進むことが成功への近道です。 

心に残る名言・エピソード 

信長が本能寺の変で明智光秀に襲われた際、最期に発したとされる言葉が「是非に及ばず」で

ある。これは「仕方ない、やむを得ない」という意味で、信長の潔さと覚悟を象徴している。49年の
人生を駆け抜けた信長は、最後まで運命を受け入れ、前を向いて生きた。 



また、信長の印判に刻まれた「天下布武」という言葉は、彼の理想を表している。武力で天下を統

一するだけでなく、秩序と平和をもたらす——その志は、現代のリーダーにも通じる普遍的なビ
ジョンである。 

信長のもう一つの有名なエピソードは、敦盛を舞ったことだ。桶狭間へ出陣する直前、信長は「人

間五十年、下天のうちをくらぶれば、夢幻の如くなり」という一節を舞った。人生は短く、儚い。だ

からこそ、悔いなく生きる——信長の生き様そのものを表す言葉である。 

 

第2章：杉田玄白（蘭学医・翻訳者） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

明和8年（1771年）3月4日、江戸の千住小塚原刑場。39歳の杉田玄白は、処刑された罪人の腑
分け（解剖）を見学していた。彼の手には、オランダの医学書「ターヘル・アナトミア」があった。

ページをめくりながら、目の前の人体と照らし合わせる。内臓の位置、血管の走り方、骨格の構

造——すべてが、この洋書の図版と完全に一致していた。 

一方、当時主流だった中国医学の図は、実際の人体とはまったく異なっていた。玄白は衝撃を受

けた。「これまで自分が学んできた医学は、間違っていたのか」。その日の帰り道、玄白は同席し

ていた前野良沢、中川淳庵とともに決意した。「このオランダの書を、何としても日本語に翻訳し

よう」。オランダ語の知識はほとんどゼロ。辞書もない。まさに「艫舵（ろかじ）なき船の大海に乗り

出す」ような無謀な挑戦だった。しかし、この日の決断が、日本の医学と科学の扉を開く歴史的瞬

間となった。 

生い立ちと若き日の苦難 

享保18年（1733年）、杉田玄白は若狭国小浜藩（現在の福井県）の藩医・杉田甫仙の三男とし
て、江戸の牛込矢来にあった小浜藩の屋敷で生まれた。玄白の家系は、もともと近江源氏佐々

木家の流れをくむ武家であり、祖父の代に医家として杉田家を興した。 

玄白は8歳から13歳まで、父の転勤により若狭小浜で過ごした。その後江戸に戻り、本格的に医
学を学び始める。しかし、当時の日本の医学は漢方医学が中心で、人体の構造についてはほと

んど解明されていなかった。中国の古い医学書に頼るしかなく、実際の人体を観察することはタ

ブー視されていた。 

宝暦3年（1753年）、21歳で小浜藩医に任命され、江戸の藩邸に勤務した。しかし、玄白には常に
疑問があった。「本当にこの治療法は正しいのか」「人体の仕組みを知らずに、どうやって病気を

治せるのか」。そんな中、22歳の時に大きな衝撃を受ける出来事があった。京都の医師・山脇東
洋が、日本で初めて公式に人体解剖を行ったのだ。この事件は医学界を騒がせ、玄白に「実際

の人体を知ることの重要性」を強く印象づけた。 

宝暦9年（1769年）、37歳の時に父・甫仙が亡くなり、玄白は家督を継いだ。しかし、藩医としての
収入は決して多くなく、生活は楽ではなかった。それでも玄白は、「いつか西洋医学を学びたい」

という夢を捨てなかった。 

成功への転機・ブレイクスルー 



玄白の人生を変えたのは、明和8年（1771年）の小塚原での腑分け見学だった。オランダ医学書
「ターヘル・アナトミア」の図版が、実際の人体と完璧に一致していたことに感動した玄白は、この

書を翻訳することを決意する。 

しかし、問題は山積みだった。まず、玄白も前野良沢も、オランダ語をほとんど読めなかった。辞

書もなく、オランダ語の通詞（通訳）に頼るしかなかったが、彼らも医学用語は理解できなかった。

最初の数ページを訳すだけで、何日もかかった。「鼻」という単語一つを理解するのに、丸一日を

費やしたこともあった。 

それでも玄白たちは諦めなかった。毎日のように集まり、一文字ずつ、一行ずつ、辞書を手がか

りに解読を進めた。図版を頼りに、「この言葉は肺のことではないか」「この部分は心臓を指して

いるはずだ」と推測しながら翻訳を続けた。時には夜通し議論し、何度も訳し直した。 

足かけ3年半の歳月をかけ、安永3年（1774年）、ついに「解体新書」として刊行された。全5巻、
精密な解剖図とともに、人体の構造を詳細に解説した日本初の本格的な西洋医学書だった。こ

の出版は、日本の医学界に衝撃を与え、「蘭学」という新しい学問分野の誕生を告げるものと

なった。 

独自の哲学・思考法 

杉田玄白の思考の核心は、「事実を見る勇気と、未知に挑戦する姿勢」にあった。彼は、権威や

伝統に盲従せず、自分の目で確かめることを何よりも重視した。 

玄白は晩年、83歳の時に『蘭学事始』という回顧録を著した。その中で、ターヘル・アナトミアの翻
訳を始めた時の心境を、「艫舵（ろかじ）なき船の大海に乗り出すようなものだった」と表現してい

る。辞書も先生もいない中で、未知の言語に挑む——それは無謀とも言える挑戦だった。しかし
玄白は、「誰もやらないなら、自分がやるしかない」と考えた。 

また、玄白は「一滴の油を広い池に落とせば、やがて池全体に広がる」という例えを使い、自分た

ちの小さな努力が、いつか日本全体に影響を与えると信じていた。実際、解体新書の出版後、蘭

学は急速に広まり、多くの若い医師や学者が西洋の学問を学ぶようになった。 

さらに、玄白は「継続と忍耐の大切さ」を説いた。解体新書の翻訳は、途方もなく困難な作業だっ

た。何度も挫折しそうになったが、仲間たちと励まし合いながら続けた。玄白は「学問に近道はな

い。一歩ずつ進むしかない」と考え、それを実践した。 

玄白の名言の一つに、「昨日の非は悔悟すべからず、明日の是は慮念すべからず」というものが

ある。これは「過去の失敗を悔やんでも仕方ない。未来を過度に心配しても意味がない。今、目

の前のことに全力を尽くせ」という意味だ。この言葉は、玄白の前向きで実践的な人生哲学を象

徴している。 

現代に活かす3つの教訓 

杉田玄白の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：未知への挑戦を恐れず、まず一歩を踏み出す 玄白はオランダ語を読めないまま、翻訳を
始めました。完璧な準備を待っていたら、何も始まりません。現代のビジネスでも、新しい技術や

スキルを学ぶ時、完璧を求めず「まずやってみる」勇気が成長の鍵です。 



教訓2：継続と忍耐——小さな積み重ねが大きな成果を生む 解体新書の翻訳は3年半かかりま
した。一日で理解できる量はわずかでも、毎日続ければ、やがて大きな成果になります。現代で

も、資格取得やキャリアアップは、地道な努力の積み重ねでしか達成できません。 

教訓3：仲間と協力し、互いに高め合う 玄白は一人では成し遂げられませんでした。前野良沢、
中川淳庵という仲間と助け合い、知恵を出し合ったからこそ成功しました。現代のビジネスでも、

チームワークと協力が成功の土台です。 

心に残る名言・エピソード 

玄白が『蘭学事始』に記した言葉、「艫舵なき船の大海に乗り出すが如し」は、未知への挑戦の

象徴として今も語り継がれている。準備が整わなくても、信念があれば前に進める——その勇気
が、歴史を動かした。 

また、玄白の「昨日の非は悔恨すべからず、明日、これ念慮すべし」という言葉は、過去に囚われ

ず、今を生きることの大切さを教えてくれる。失敗を引きずらず、未来を心配しすぎず、今日でき

ることに全力を注ぐ——その姿勢こそが、玄白を大きな成功へと導いた。 

玄白は85歳まで生き、文化14年（1817年）に江戸で亡くなった。その生涯を通じて、彼は「事実を
見る目」と「挑戦する心」を貫き、日本の科学と医学の礎を築いた。 

 

第3章：坂本龍馬（幕末の志士・起業家） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

文久2年（1862年）秋、江戸。脱藩浪人となった27歳の坂本龍馬は、一人の男を訪ねていた。幕
府の軍艦奉行並・勝海舟である。当初、龍馬は勝を「幕府の犬」と考え、討つつもりで訪ねたとい

う。しかし、勝が語った言葉は龍馬の考えを根底から覆した。 

「これからの日本に必要なのは、攘夷だの開国だのと狭い議論をすることではない。世界を見据

え、海軍を作り、日本を強くすることだ」 

勝の視野の広さと現実的な思想に、龍馬は衝撃を受けた。その場で勝に弟子入りを願い出た。

この出会いが、龍馬を「一藩の武士」から「日本全体を考える志士」へと変えた。勝のもとで学ん

だ龍馬は、やがて日本初の商社組織「亀山社中」（後の海援隊）を設立し、薩長同盟を仲介し、大

政奉還への道筋をつける——日本の歴史を動かす存在へと成長していった。 

生い立ちと若き日の苦難 

天保6年（1835年）11月15日、坂本龍馬は土佐藩（現在の高知県）の郷士（下級武士）坂本家の
次男として、高知城下の本町で生まれた。郷士は武士の中でも身分が低く、上士（上級武士）か

らは見下される立場だった。しかし、坂本家は商売で成功しており、経済的には恵まれていた。 

龍馬は幼い頃、泣き虫で弱虫だったという。姉の乙女が龍馬を鍛え、剣術を教えた。嘉永6年（
1853年）、19歳で江戸に出て剣術修行に励み、北辰一刀流の免許皆伝を得るまでに成長した。
しかし、この年、ペリーが黒船で浦賀に来航し、日本中が大騒ぎになった。龍馬も黒船を見て、

「日本はこのままでは外国に飲み込まれる」と危機感を抱いた。 



土佐に戻った龍馬は、尊王攘夷運動に関わるようになる。しかし、土佐藩内では上士と郷士の身

分差が激しく、龍馬のような郷士は意見を聞いてもらえなかった。さらに、文久2年（1862年）、藩
の実力者・吉田東洋が暗殺される事件が起こり、土佐藩内は混乱した。龍馬は、藩内の派閥争

いに嫌気がさし、ついに脱藩を決意する。 

脱藩は重罪だった。見つかれば死罪になる可能性もあった。それでも龍馬は、「藩の枠にとらわ

れていては、日本は変えられない」と考え、3月24日、沢村惣之丞とともに土佐を出た。この脱藩
が、龍馬を「自由な志士」として活動する道を開いた。 

成功への転機・ブレイクスルー 

龍馬の人生を変えたのは、勝海舟との出会いだった。勝は幕臣でありながら、日本全体を考える

広い視野を持っていた。勝のもとで龍馬は、海軍の重要性、世界情勢、そして「攘夷ではなく開国

して日本を強くする」という考え方を学んだ。 

勝は、龍馬の脱藩の罪を土佐藩主・山内容堂に取り成し、文久3年（1863年）2月に龍馬の罪は
赦免された。龍馬は勝の右腕として、神戸海軍操練所の設立に尽力した。しかし、元治元年（

1864年）、幕府が操練所を閉鎖してしまう。勝は幕府の命令に従わざるを得なかった。 

行き場を失った龍馬だったが、薩摩藩の西郷隆盛が龍馬たちを受け入れてくれた。慶応元年（

1865年）、龍馬は長崎で日本初の商社組織「亀山社中」を設立した。これは、貿易と政治活動を
兼ねた組織で、武器や物資の輸送、外交交渉を行った。現代で言えば、商社とコンサルティング

会社を合わせたような組織だった。 

龍馬の最大の功績は、慶応2年（1866年）の薩長同盟の仲介だった。薩摩藩と長州藩は、かつて
敵対していた。しかし、龍馬は両藩を説得し、「今、争っている場合ではない。幕府を倒し、新しい

日本を作るために手を組もう」と訴えた。西郷隆盛と木戸孝允の間を何度も行き来し、ついに1月
21日、薩長同盟が成立した。この同盟が、後の明治維新への大きな原動力となった。 

独自の哲学・思考法 

坂本龍馬の思考の核心は、「柔軟性と仲介力、そして大局観」にあった。彼は、一つの考えに固

執せず、状況に応じて最善の道を選ぶ柔軟さを持っていた。 

龍馬の有名な言葉に、「世の人は我を何とも言わば言え。我が成す事は我のみぞ知る」というも

のがある。これは、他人の評価を気にせず、自分の信じる道を進むという意志の表れだ。龍馬

は、周囲から「裏切り者」「日和見主義者」と批判されることもあったが、自分の信念を貫いた。 

また、龍馬は「人の世に道は一つということはない。道は百も千も万もある」とも語っている。これ

は、一つの正解に固執せず、複数の選択肢を持つことの重要性を示している。龍馬は、武力によ

る倒幕だけでなく、大政奉還という平和的な政権交代の道も模索した。柔軟な発想こそが、龍馬

の強みだった。 

さらに、龍馬は「何でも思い切ってやってみることですよ。どっちに転んだって人間、野辺の石ころ

同様、骨となって一生を終えるのだから」とも言っている。失敗を恐れず、まず行動する——その
姿勢が、龍馬を歴史の表舞台へと押し上げた。 

龍馬は、身分や藩にとらわれない人脈を築いた。薩摩の西郷、長州の木戸、土佐の後藤、そして

幕府の勝——敵味方関係なく、「この人は日本のために必要だ」と思えば、積極的に関係を築い
た。この広い人脈が、薩長同盟や大政奉還を実現する力になった。 



現代に活かす3つの教訓 

坂本龍馬の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：枠にとらわれず、大局を見る視点を持つ 龍馬は藩の枠を超え、日本全体を考えました。
現代のビジネスでも、自分の部署や会社だけでなく、業界全体、社会全体を見る視点が、イノ

ベーションを生みます。狭い視野では、大きな変化は起こせません。 

教訓2：対立を乗り越え、人を繋ぐ力を磨く 龍馬は敵対していた薩摩と長州を結びつけました。現
代でも、部署間の対立、取引先との摩擦など、対立は日常的に起こります。そこで仲介し、

Win-Winの関係を築ける人が、組織を動かすリーダーになります。 

教訓3：柔軟性を持ち、状況に応じて戦略を変える 龍馬は一つの方法に固執しませんでした。武
力倒幕と大政奉還、両方の道を模索しました。現代のビジネスでも、環境の変化に応じて戦略を

変える柔軟性が、生き残りの鍵です。 

心に残る名言・エピソード 

龍馬が姉・乙女に宛てた手紙には、「日本を今一度せんたくいたし申候」という有名な一節があ

る。これは、「日本を洗濯（浄化）したい」という意味で、古い体制を変え、新しい国を作りたいとい

う龍馬の志を表している。 

また、「世の中の人は何とも言わば言え、我が成すことは我のみぞ知る」という言葉は、他人の評

価に左右されず、自分の信念を貫く龍馬の強さを象徴している。 

慶応3年（1867年）11月15日、龍馬は京都・近江屋で何者かに暗殺された。享年33歳（満31歳）。
龍馬は新しい日本の夜明けを見ることなく、この世を去った。しかし、彼が築いた薩長同盟と大政

奉還への道筋は、明治維新を実現させ、日本を近代国家へと導いた。龍馬の柔軟な思考と行動

力は、今もなお多くの人々に勇気を与え続けている。 

 

第4章：福澤諭吉（教育者・啓蒙思想家） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

安政7年（1860年）、25歳の福澤諭吉は咸臨丸に乗り込み、アメリカへ向かった。幕府の遣米使
節団の一員として、初めて太平洋を渡る歴史的な航海だった。サンフランシスコに到着した諭吉

は、目の前の光景に衝撃を受けた。ガス灯が並ぶ街、馬車が走る舗装道路、巨大なホテル、そし

て何より、人々が自由に意見を述べ、議論している姿——日本とはまったく違う世界がそこに
あった。 

しかし、諭吉をさらに驚かせたのは、自分が必死に学んできたオランダ語が、アメリカではまった

く通じないことだった。アメリカでは英語が使われていた。「自分は間違った言語を学んでいたの

か」——その衝撃は大きかった。しかし諭吉は、この経験から重要なことを学んだ。「世界は広
い。日本の常識は、世界の常識ではない。もっと学ばなければならない」。この欧米視察が、諭吉

を日本の近代化を導く啓蒙思想家へと変えていった。 

生い立ちと若き日の苦難 



天保5年（1835年）、福澤諭吉は大坂の中津藩蔵屋敷で、下級武士の次男として生まれた。父・
百助は学問好きで、身分は低くとも知識人として尊敬されていたが、諭吉が1歳半の時に亡くなっ
た。母と兄姉とともに、父の故郷・中津（現在の大分県中津市）に戻った諭吉は、厳しい身分社会

の中で育った。 

中津藩では、身分制度が非常に厳しかった。下級武士の子である諭吉は、どんなに努力しても、

上級武士の子には勝てない。才能があっても、身分が低ければ認められない——この不条理な
社会に、諭吉は強い憤りを感じた。後に諭吉は「門閥制度は親の敵で御座る」と述べている。生

まれた家によって人生が決まってしまう封建社会への怒りが、諭吉の原点だった。 

14歳で藩の儒学者に漢学を学び始めたが、19歳の時、兄の勧めで長崎に出て蘭学を学ぶことを
決意した。当時、蘭学は西洋の新しい知識を学べる学問として注目されていた。長崎で1年学ん
だ後、安政2年（1855年）、20歳で大坂の緒方洪庵が開く「適塾」に入門した。 

適塾は全国から優秀な若者が集まる蘭学の最高峰だった。しかし、諭吉の生活は貧しかった。

学費を稼ぐために翻訳の仕事をし、夜遅くまで勉強した。時には食事も満足にできず、空腹を抱

えて勉強することもあった。それでも諭吉は、「学問こそが自分を変える唯一の道だ」と信じ、猛勉

強を続けた。わずか3年で適塾の塾頭（トップ）にまで登りつめ、22歳という史上最年少で塾頭に
就任した。 

成功への転機・ブレイクスルー 

諭吉の人生を変えたのは、3度の海外渡航だった。万延元年（1860年）のアメリカ、文久2年（
1862年）のヨーロッパ、慶応3年（1867年）の再度のアメリカ視察——これらの経験が、諭吉の視
野を劇的に広げた。 

特に最初のアメリカ訪問は衝撃的だった。街を歩けば、人々が自由に商売をし、議論をしてい

る。身分の上下関係ではなく、実力と契約で物事が決まる。病院では最新の医療技術が使わ

れ、学校では誰もが平等に教育を受けている。諭吉は、「日本が遅れているのは、身分制度と無

知のせいだ」と痛感した。 

帰国後、諭吉は安政5年（1858年）に江戸の中津藩中屋敷で開いていた蘭学塾を本格的に発展
させた。慶応4年（1868年）、この塾を「慶應義塾」と名付けた。慶應義塾は、身分に関係なく、誰
でも学べる場所として開かれた。「学問によって、人は変われる。そして国も変われる」——これ
が諭吉の信念だった。 

明治5年（1872年）、諭吉は『学問のすゝめ』を刊行した。この本は爆発的に売れ、初編だけで20
万部以上、全17編で累計340万部という、当時としては驚異的なベストセラーとなった。「天は人
の上に人を造らず人の下に人を造らず」という有名な冒頭の一節は、日本人の意識を大きく変え

た。人は生まれながらにして平等であり、違いを生むのは学問をするかしないかだ——この考え
方が、明治維新後の日本に新しい風を吹き込んだ。 

独自の哲学・思考法 

福澤諭吉の思想の核心は、「独立自尊」という言葉に集約される。これは、「自分の力で自分の

人生を支配し、他人に依存しない」という意味だ。諭吉は、個人の独立なくして国家の独立はない

と考えた。 



諭吉の有名な言葉に、「一身独立して一国独立す」というものがある。一人ひとりが自分で考え、

判断し、行動する独立の精神を持たなければ、国家も独立できない。逆に、国民が誰かに依存

し、自分で考えることを放棄すれば、国は他国に支配されてしまう——諭吉はそう警告した。 

また、諭吉は「学問は事をなすの本なり」と説いた。学問は単なる知識の習得ではなく、実際に世

の中で役立てるためのものだ。「活用なき学問は、無学に等しい」——学んだことを実践しなけれ
ば意味がない、という現実主義的な考え方だった。 

諭吉は、身分制度を激しく批判した。「門閥制度は親の敵で御座る」という言葉は、家柄や血筋で

はなく、能力と努力で人を評価すべきだという主張だった。この考え方は、当時の日本社会では

極めて革新的だった。 

さらに、諭吉は「進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む」と語った。現状維持は後退と同

じだ。常に学び続け、変化し続けなければ、時代に取り残される——この言葉は、今の時代にも
通じる教訓だ。 

諭吉は、西洋の文明を盲目的に賛美したわけではなかった。彼は「日本の伝統や文化を捨てる

のではなく、良いものを取り入れながら、日本独自の近代化を進めるべきだ」と考えていた。バラ

ンスの取れた現実主義者だったのだ。 

現代に活かす3つの教訓 

福澤諭吉の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：学び続ける姿勢——変化に適応する力 諭吉はオランダ語を学んだ後、英語が必要だと
知ると、すぐに英語を学び始めました。現代でも、新しい技術やスキルが次々と登場します。学び

続ける人だけが、変化の激しい時代を生き抜けます。 

教訓2：独立自尊の精神——自分で考え、判断する 諭吉は「他人に依存するな」と説きました。現
代のビジネスでも、指示待ちではなく、自分で考え、行動できる人が求められます。自立した思考

こそが、リーダーシップの基盤です。 

教訓3：知識を実践に活かす——学んだことを行動に変える 諭吉は「活用なき学問は無学に等し
い」と言いました。資格を取っても、知識を学んでも、それを実際に使わなければ意味がありませ

ん。学びを行動に変えることが、成功への道です。 

心に残る名言・エピソード 

諭吉の最も有名な言葉、「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」は、『学問のすゝめ』の

冒頭に書かれた一節だ。ただし、これは諭吉自身の考えではなく、「そう言われている」という引

用として書かれている。その後に続く言葉が重要だ。「人は生まれながらにして平等だが、学ぶ

か学ばないかで差が生まれる」——つまり、努力次第で人生は変えられる、というメッセージだっ
た。 

また、「一身独立して一国独立す」という言葉は、個人の自立が国家の自立につながるという、諭

吉の核心的な思想を表している。一人ひとりが自分の頭で考え、行動することが、国を強くする

——その教えは、今も変わらず重要だ。 



諭吉は明治34年（1901年）、66歳で亡くなった。その生涯を通じて、彼は「学問の力」と「独立の
精神」を説き続け、日本の近代化を支えた。慶應義塾は今も、諭吉の理念を受け継ぎ、多くの人

材を世に送り出している。 

 

第5章：野口英世（細菌学者・研究者） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

明治25年（1892年）秋、16歳の野口清作（後の英世）は、会津若松の会陽医院で左手の手術を
受けていた。1歳の時に囲炉裏に落ちて大火傷を負い、左手の指が癒着して棒のようになってい
た。貧しい農家の子で、「てんぼう（手ん棒）」「びんぼう（貧乏）」とからかわれながら育った清作に

とって、この手術は人生を変える瞬間だった。 

手術は成功し、指が少しずつ動くようになった。執刀したのは、アメリカ帰りの医師・渡部鼎だっ

た。清作は感動した。「医学は人を救える。自分もこの手で人を救いたい」——この瞬間、清作は
医師になることを決意した。恩師・小林栄の援助と級友たちが集めてくれた手術費用への感謝を

胸に、清作は「志を得ざれば再び此の地を踏まず」という言葉を家の柱に刻み、故郷を旅立っ

た。この決意が、後に世界的な細菌学者・野口英世を生むことになる。 

生い立ちと若き日の苦難 

明治9年（1876年）11月9日、野口英世は福島県耶麻郡翁島村（現在の猪苗代町）の貧しい農家
に生まれた。本名は野口清作。父・佐代助は酒癖が悪く、働かない人だった。母・シカは朝から晩

まで畑仕事をして一家を支えた。清作はそんな母の姿を見て育った。 

1歳半の時、囲炉裏に落ちて左手に大火傷を負った。貧しさゆえに治療を受けられず、左手の指
は癒着してしまった。農作業ができない清作は、家族の重荷だった。村の子どもたちからは「てん

ぼう」「びんぼう」と呼ばれ、いじめられた。しかし、清作には学問の才能があった。 

小学校の恩師・小林栄は、清作の才能を見抜き、猪苗代高等小学校への進学を勧めた。貧しい

家庭だったが、小林の援助により進学を果たした。高等小学校でも清作は優秀だった。しかし、

卒業後の進路に悩んでいた。農業はできない。職人になる技術もない——そんな時、級友たち
が清作のために手術費用を集めてくれたのだ。 

手術を受け、指が少しずつ動くようになった清作は、医学の力に感動し、医師を目指すことを決

めた。16歳で会陽医院に薬学生として住み込み、渡部鼎のもとで医学を学び始めた。蔵書を貪り
読み、夜遅くまで勉強した。貧しさと身体的ハンディを乗り越えるには、人の何倍も努力するしか

ない——清作はそう信じて勉強に打ち込んだ。 

成功への転機・ブレイクスルー 

明治29年（1896年）、20歳の清作は医術開業試験に合格し、医師免許を取得した。その後、東
京・高山歯科医学院で血清学の研究に没頭し、順天堂医院で細菌学を学んだ。ここで清作は、

日本の医学界の第一人者・北里柴三郎の門下生となり、伝染病研究所で研究助手として働い

た。 



しかし、清作の野心はもっと大きかった。「世界で一流の研究者になりたい」——その夢を実現す
るため、明治33年（1900年）、24歳で単身アメリカに渡った。この時、清作は「英世」と改名した。
新しい人生の始まりだった。 

渡米後、英世はペンシルベニア大学でフレキスナー博士のもとで蛇毒の研究に従事し、成果を

上げた。明治37年（1904年）、ロックフェラー医学研究所に迎えられ、本格的な研究生活が始
まった。英世は梅毒の研究に取り組み、明治44年（1911年）、進行性麻痺の脳から梅毒の病原
体（トレポネーマ・パリダム）を発見した。この発見は世界的に評価され、英世の名は一躍有名に

なった。 

大正3年（1914年）、ロックフェラー研究所の正式な研究員に昇進し、日本からは理学博士の学
位を授けられた。翌年には帝国学士院から恩賜賞を受けた。大正4年（1915年）、15年ぶりに一
時帰国した英世は、国民的英雄として迎えられた。しかし、英世はそこで満足しなかった。次の目

標は、当時猛威を振るっていた黄熱病の克服だった。 

独自の哲学・思考法 

野口英世の思想の核心は、「圧倒的な努力と執念」にあった。彼の有名な言葉に、「誰よりも三

倍、四倍、五倍勉強する者、それが天才だ」というものがある。生まれつきの才能ではなく、努力

こそが成功の鍵だ——英世はそう信じていた。 

英世は「忍耐は苦し、されどその実は甘し」とも語っている。研究は地道で苦しい作業の連続だ。

しかし、その先に成果という甘い果実がある。英世は、どんなに困難な状況でも諦めず、忍耐強く

研究を続けた。 

また、英世は「絶望のどん底にいると想像し、泣き言をいって絶望しているのは、自分の成功を妨

げ、そのうえ、心の平安を乱すばかりだ」とも述べている。貧困と身体的ハンディという逆境を経

験した英世だからこそ、ネガティブな思考が人生を壊すことを知っていた。どんな状況でも前向き

に考え、行動する——それが英世の生き方だった。 

英世の恩師・小林栄や級友たちへの感謝の気持ちも、彼の人生を支えた。故郷を旅立つ際に柱

に刻んだ「志を得ざれば再び此の地を踏まず」という言葉には、恩に報いるために必ず成功する

という強い決意が込められていた。 

英世は、正直であることも大切にした。「正直であることが最高の手段だ」という言葉は、研究者と

しての誠実さを表している。データを捏造せず、事実に基づいて研究を進める——その姿勢が、
英世の信頼を築いた。 

現代に活かす3つの教訓 

野口英世の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：ハンディを言い訳にせず、圧倒的な努力で乗り越える 英世は貧困と身体的ハンディを抱
えながらも、人の何倍も努力しました。現代でも、不利な環境や困難な状況に直面することがあり

ます。しかし、それを言い訳にせず、努力で乗り越える姿勢が成功への道です。 

教訓2：恩を忘れず、恩返しのために努力する 英世は恩師や級友への感謝を忘れず、それが努
力の原動力になりました。現代のビジネスでも、支えてくれた人への感謝を忘れず、恩返しのた

めに成果を出すことが、持続的なモチベーションになります。 



教訓3：ネガティブ思考を排除し、前向きに行動する 英世は「絶望しても意味がない」と考えまし
た。現代でも、失敗や挫折は避けられません。しかし、そこで絶望するのではなく、前向きに次の

行動を考えることが、成功への第一歩です。 

心に残る名言・エピソード 

英世が故郷を旅立つ際、家の柱に刻んだ「志を得ざれば再び此の地を踏まず」という言葉は、彼

の強い決意を象徴している。成功するまで故郷には帰らない——その覚悟が、英世を世界的な
研究者へと押し上げた。 

また、「誰よりも三倍、四倍、五倍勉強する者、それが天才だ」という言葉は、努力の大切さを教

えてくれる。天才は生まれつきではなく、努力によって作られる——その信念が、英世の人生を
支えた。 

昭和3年（1928年）5月21日、英世は西アフリカのアクラ（現在のガーナ）で黄熱病の研究中に自
らも黄熱病に感染し、51歳でこの世を去った。最期まで研究を続け、病と闘いながら人類のため
に尽くした英世の生涯は、多くの人々に勇気と希望を与え続けている。 

 

第6章：本田宗一郎（技術者・経営者） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

昭和10年（1935年）、29歳の本田宗一郎は、自分が経営する浜松の自動車修理工場「アート商
会浜松支店」を閉めた。順調だった修理業を捨て、ピストンリング製造という未知の分野に挑戦

することを決めたのだ。周囲は「なぜ安定した仕事を捨てるのか」と反対したが、宗一郎の心は決

まっていた。 

「車を修理するだけでは満足できない。自分で部品を作りたい。いつか自動車を作りたい」——そ
の夢を実現するため、宗一郎はピストンリング製造会社「東海精機重工業」を設立した。しかし、

現実は甘くなかった。作っても作っても不良品ばかり。トヨタに50本納品したが、わずか3本しか
合格しなかった。資金はあっという間に底をつき、失敗の連続だった。 

それでも宗一郎は諦めなかった。知識が足りないなら学べばいい——32歳で浜松高等工業学校
（現在の静岡大学工学部）の聴講生として学び直した。そして3年後、ついに満足のいくピストンリ
ングを完成させた。この失敗と挑戦の経験が、後の世界的企業「Honda」を生む礎となった。 

生い立ちと若き日の苦難 

明治39年（1906年）11月17日、本田宗一郎は静岡県磐田郡光明村（現在の浜松市天竜区）で、
鍛冶職人の長男として生まれた。父・儀平は腕のいい鍛冶屋で、農具の修理や製造をしていた。

母・みかは機織りが上手な働き者だった。宗一郎は幼い頃から、父が鉄を叩く姿を見て育った。 

宗一郎が8歳の時、生まれて初めて自動車を見た。村にやってきたフォード車——その轟音とス
ピードに、宗一郎は心を奪われた。「いつかこんな機械を作りたい」——その夢が、宗一郎の人
生を決めた。 



大正11年（1922年）、16歳で尋常高等小学校を卒業した宗一郎は、単身上京して東京・本郷の
自動車修理工場「アート商会」に丁稚奉公として入った。最初の1年間は、子守と掃除ばかり。車
に触らせてもらえなかった。悔しくて何度も泣いた。しかし、宗一郎は我慢して働き続けた。 

ようやく車の修理を任されるようになると、宗一郎は猛烈に働いた。朝から晩まで車と向き合い、

技術を磨いた。昭和3年（1928年）、22歳の時、アート商会から「のれん分け」を許され、故郷・浜
松に「アート商会浜松支店」を開業した。若くして独立を果たした宗一郎は、自動車修理で成功を

収めた。しかし、心の中には常に「修理だけでは満足できない。自分で作りたい」という思いが

あった。 

成功への転機・ブレイクスルー 

昭和10年（1935年）、宗一郎は大きな決断をした。順調だった自動車修理業を閉め、ピストンリン
グ製造に挑戦することを決めたのだ。ピストンリングはエンジンの重要部品で、高い精度が求め

られる。宗一郎は「これを作れるようになれば、いつか自動車も作れる」と考えた。 

東海精機重工業を設立し、ピストンリング製造を始めたが、失敗の連続だった。作っても作っても

不良品ばかり。資金はあっという間に枯渇した。宗一郎は「知識が足りない」と痛感し、32歳で浜
松高等工業学校の聴講生として学び直した。昼は工場で試行錯誤し、夜は学校で理論を学ん

だ。そして3年後、ついに満足のいくピストンリングを完成させ、トヨタへの納入に成功した。 

しかし、太平洋戦争が始まり、東海精機は軍需工場となった。昭和20年（1945年）、空襲で工場
は焼失し、さらに東南海地震で残った施設も倒壊した。宗一郎は工場をトヨタに売却し、しばらく

放蕩生活を送った。「もう技術の仕事はやめよう」——そう思った時期もあった。 

しかし、宗一郎の中の技術者魂は消えなかった。昭和21年（1946年）、40歳で「本田技術研究
所」を設立した。戦後の物資不足の中、宗一郎は軍用エンジンを自転車に取り付けた「バタバタ」

と呼ばれる簡易バイクを作り、大ヒットした。これが本田技研工業（Honda）の始まりだった。 

昭和24年（1949年）、宗一郎は運命の人物と出会った。藤沢武夫である。藤沢は経営の天才で、
技術一筋の宗一郎と完璧なコンビを組んだ。「技術は俺に任せろ。経営は藤沢に任せる」——こ
の役割分担が、Hondaを世界企業へと押し上げた。 

独自の哲学・思考法 

本田宗一郎の思想の核心は、「失敗から学ぶ技術者魂」と「現場主義」にあった。宗一郎の最も

有名な言葉は、「成功は99％の失敗に支えられた1％だ」というものだ。失敗は恥ではない。失敗
から学び、改善し続けることが成功への道だ——宗一郎はそう信じていた。 

また、宗一郎は「私の最大の光栄は、一度も失敗しないことではなく、倒れるごとに起きるところ

にある」とも語っている。ピストンリング製造での挫折、戦争による工場焼失——何度も倒れた
が、その度に立ち上がった。その不屈の精神こそが、宗一郎を成功へと導いた。 

宗一郎は「思想さえしっかりしていれば技術開発そのものはそう難しいものではない。技術はあく

までも末端のことであり、思想こそが技術を生む母体だ」とも述べている。単なる技術屋ではな

く、哲学を持った技術者——それが宗一郎の姿勢だった。 

さらに、宗一郎は「人を動かすことのできる人は、他人の気持ちになれる人である」と語った。経

営者でありながら、現場の従業員の気持ちを理解し、共に働く姿勢を大切にした。宗一郎は作業

服を着て工場に立ち、自ら機械を触り、従業員と一緒に汗を流した。 



宗一郎は「失敗することを恐れるより、何もしないことを恐れろ」とも言っている。挑戦しなければ

失敗もないが、成功もない。リスクを恐れず、まず行動する——その姿勢が、Hondaを世界企業
へと成長させた。 

現代に活かす3つの教訓 

本田宗一郎の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：失敗を恐れず、失敗から学ぶ姿勢を持つ 宗一郎はピストンリング製造で何度も失敗しま
した。しかし、失敗の度に学び、改善を続けました。現代のビジネスでも、新しい挑戦には失敗が

つきものです。失敗を恐れるのではなく、失敗から学ぶ姿勢が成長の鍵です。 

教訓2：現場主義を貫き、自分の目で見て判断する 宗一郎は経営者になっても現場を離れませ
んでした。自ら工場に立ち、機械を触り、問題を肌で感じました。現代でも、データや報告書だけ

でなく、現場を見て判断することが、正しい意思決定につながります。 

教訓3：得意分野に集中し、苦手は信頼できるパートナーに任せる 宗一郎は技術に集中し、経営
は藤沢に任せました。すべてを自分でやろうとせず、信頼できるパートナーと役割分担すること

が、組織を強くします。現代のビジネスでも、チームワークと適材適所が成功の鍵です。 

心に残る名言・エピソード 

宗一郎の有名な言葉、「成功は99％の失敗に支えられた1％だ」は、失敗の価値を教えてくれ
る。成功の裏には無数の失敗がある。その失敗を糧にすることが、成功への近道だ。 

また、「失敗することを恐れるより、何もしないことを恐れろ」という言葉は、行動することの大切さ

を示している。完璧を求めて動けなくなるよりも、まず動いて修正する——その姿勢が、イノベー
ションを生む。 

昭和48年（1973年）、宗一郎は67歳で社長を退任した。同時に藤沢武夫も副社長を退任し、二
人揃って若手に道を譲った。「いつまでも老人が居座っていては、若い力が育たない」——その
潔い引退劇も、宗一郎らしい決断だった。平成3年（1991年）8月5日、宗一郎は84歳でこの世を
去った。しかし、彼が築いたHondaは今も世界中で愛され、技術者魂は受け継がれている。 

 

第7章：手塚治虫（漫画家・アニメ作家） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

昭和26年（1951年）、23歳の手塚治虫は、母に相談していた。「医者になるべきか、漫画家にな
るべきか」——当時、手塚は大阪大学附属医学専門部を卒業し、医師免許も取得していた。しか
し、同時に漫画家としてもデビューし、『ジャングル大帝』や『鉄腕アトム』などのヒット作を生み出

していた。医者と漫画家、二足のわらじを履き続けることはできない。どちらかを選ばなければな

らなかった。 

母は息子に言った。「治虫、あなたが本当にやりたいのはどちらなの？」手塚は答えた。「漫画で

す。漫画で、命の大切さを伝えたいんです」。母は頷いた。「それなら、漫画家になりなさい。あな

たの描く漫画は、きっと多くの人の心を救うから」。 



この決断が、手塚治虫を「マンガの神様」へと導いた。医者としての知識と、漫画家としての表現

力を融合させ、手塚は「命の尊厳」というテーマを生涯描き続けることになる。戦争を経験し、空

襲の中で死と隣り合わせだった手塚だからこそ、命の大切さを誰よりも強く訴えることができた。 

生い立ちと若き日の苦難 

昭和3年（1928年）11月3日、手塚治虫は大阪府豊中市で、手塚家の長男として生まれた。本名
は手塚治（おさむ）。父・粲（ゆたか）は漫画や映画が好きな写真家で、母・文子は宝塚歌劇の

ファンだった。手塚は幼い頃から、父の影響で映画を見て育ち、母に連れられて宝塚歌劇を観

た。この環境が、後の手塚の表現スタイルに大きな影響を与えた。 

昭和8年（1933年）、5歳の時に兵庫県宝塚市に引っ越した。手塚は昆虫が大好きで、特にカブト
ムシを飼うことに夢中だった。「オサムシ」という昆虫がいることを知り、自分のペンネームを「手

塚治虫」としたのは、この昆虫への愛着からだった。 

しかし、手塚の少年時代は、戦争の影に覆われていた。昭和20年（1945年）、17歳の手塚は、大
阪の空襲を経験した。爆撃機の轟音、炎に包まれる街、逃げ惑う人々、そして死んでいく人々

——手塚は、命の儚さと尊さを目の当たりにした。「なぜ人は人を殺すのか」「命とは何なのか」
——この問いが、手塚の生涯のテーマとなった。 

戦争中、手塚は大阪帝国大学附属医学専門部に入学した。戦時中の医者不足を補うための速

成教育機関だった。手塚は医学を学びながら、同時に漫画を描き続けた。昼は解剖実習、夜は

漫画——過酷な二重生活だったが、手塚は両立させた。昭和21年（1946年）、18歳で漫画家とし
てデビューし、昭和26年（1951年）には医師免許を取得した。 

成功への転機・ブレイクスルー 

手塚の人生を変えたのは、昭和25年（1950年）に連載を開始した『ジャングル大帝』と、昭和27年
（1952年）に連載を開始した『鉄腕アトム』だった。これらの作品は、それまでの日本の漫画には
なかった「ストーリー性」と「映画的手法」を取り入れた革新的なものだった。 

それまでの日本の漫画は、4コマ漫画や短いギャグ漫画が中心だった。しかし手塚は、映画のよ
うなカメラアングル、コマ割り、演出を漫画に導入した。クローズアップ、俯瞰、スローモーション

——これらの技法によって、漫画は「動く映画」のような表現力を持つようになった。手塚は「ス
トーリー漫画」という新しいジャンルを確立したのだ。 

『鉄腕アトム』は、心を持ったロボットと人間の共存をテーマにした作品だった。アトムは、亡くなっ

た息子の身代わりとして作られたロボットだが、やがて人間の心を持つ存在として成長する。この

作品には、手塚の「命の尊厳」というテーマが込められていた。昭和38年（1963年）、『鉄腕アト
ム』はテレビアニメ化され、日本初の本格的な連続テレビアニメとなった。 

手塚は、漫画だけでなく、アニメ制作にも情熱を注いだ。昭和36年（1961年）、手塚プロダクション
を設立し、アニメーション制作を本格的に始めた。『鉄腕アトム』のテレビアニメは大ヒットし、日本

のアニメ文化の礎を築いた。 

手塚の作品は、常に社会的なメッセージを含んでいた。『火の鳥』では生と死、輪廻転生をテーマ

に、『ブッダ』では人間の苦悩と悟りを描き、『ブラック・ジャック』では医療と命の価値を問うた。手

塚は、娯楽としての漫画だけでなく、読者に深く考えさせる作品を描き続けた。 

独自の哲学・思考法 



手塚治虫の思想の核心は、「命の尊厳」にあった。手塚は生涯を通じて、「命を大事にしよう」とい

うメッセージを発し続けた。戦争を経験し、多くの死を目の当たりにした手塚だからこそ、命の大

切さを誰よりも強く訴えることができた。 

手塚の名言に、「人を信じよ、しかし、その百倍も自らを信じよ」というものがある。時には裏切ら

れることもある。しかし、自分自身が強い盾であり、味方であることが、絶望を克服する唯一の道

だ——手塚はそう考えた。 

また、手塚は「最後まで努力をするってのが、本当の生き甲斐ではないでしょうか」とも語ってい

る。手塚は生涯、膨大な量の作品を描き続けた。死の直前まで、病床で漫画を描いていたとい

う。「もっと描きたい、もっと伝えたいことがある」——その情熱が、手塚を最後まで支えた。 

手塚は「今ここで自分が描かなければ誰が描くんだろう」とも述べている。戦争の悲惨さ、命の尊

さ、人間の愚かさと尊さ——これらのテーマは、手塚にしか描けないものだった。手塚は、自分の
使命として、これらのテーマを描き続けた。 

さらに、手塚は「インプットがないのに、アウトプットは出来ません」と語っている。手塚は、常に映

画を見、本を読み、音楽を聴き、旅をした。多様な経験と知識が、手塚の作品の深さを生んだ。 

手塚の作品には、医学的知識も豊富に反映されている。『ブラック・ジャック』では、手術シーンや

病気の描写がリアルで、医師免許を持つ手塚ならではの作品だった。手塚は「医学の知識が無

駄になったわけではない。漫画の中で活かせている」と語っていた。 

現代に活かす3つの教訓 

手塚治虫の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：新しいジャンルを創造する勇気を持つ 手塚はストーリー漫画という新しいジャンルを確立
しました。既存の枠にとらわれず、新しい表現方法を開拓することが、イノベーションを生みます。

現代のビジネスでも、既存の市場に満足せず、新しい市場を創る挑戦が求められます。 

教訓2：多作と質の両立——量をこなすことで質が上がる 手塚は生涯で約700作品、約15万ペー
ジを描きました。圧倒的な量をこなすことで、技術と表現力が磨かれました。現代でも、まず量を

こなし、経験を積むことが、質の向上につながります。 

教訓3：社会的メッセージを込める——仕事に意味を持たせる 手塚は娯楽だけでなく、命の尊さ
や平和のメッセージを作品に込めました。現代のビジネスでも、単に利益を追求するだけでなく、

社会にどんな価値を提供するかを考えることが、持続的な成功につながります。 

心に残る名言・エピソード 

手塚が生涯を通じて訴え続けたメッセージ、「命を大事にしよう」は、すべての作品の根底にあ

る。戦争を経験し、死と向き合った手塚だからこそ、この言葉には重みがある。 

また、「人を信じよ、しかし、その百倍も自らを信じよ」という言葉は、他人に依存せず、自分を信

じて生きることの大切さを教えてくれる。 

平成元年（1989年）2月9日、手塚治虫は胃がんのため60歳でこの世を去った。死の直前まで、
病床で漫画を描き続けた手塚は、最期に「頼むから、仕事をさせてくれ」と言い残したという。最



後の最後まで、描くことをやめなかった手塚の情熱は、今も多くのクリエイターに受け継がれてい

る。手塚が残した作品と思想は、時代を超えて輝き続けている。 

 
 

了解しました。書式フォーマットを統一して、第8章「長嶋茂雄」から再執筆します。 

 

第8章：長嶋茂雄（プロ野球選手・監督） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

昭和34年（1959年）4月5日、後楽園球場。プロ野球開幕戦、読売ジャイアンツ対国鉄スワロー
ズ。23歳の新人・長嶋茂雄は、4番打者としてスタメン出場を果たした。期待と重圧の中、第一打
席で迎えたのは国鉄の大エース、金田正一。150キロを超える剛速球で通算400勝を記録するこ
とになる伝説の左腕だった。 

長嶋は三球三振で凡退した。しかし、長嶋は諦めなかった。第二打席、第三打席、第四打席と打

席が回るたびに、金田の球に食らいついた。そして第五打席、六回裏。ついに長嶋は金田の直

球を完璧に捉え、左中間スタンドへ特大のホームランを叩き込んだ。スタンドは歓声に包まれ、長

嶋は一躍ヒーローとなった。 

この瞬間が、「ミスタージャイアンツ」「ミスタープロ野球」誕生の瞬間だった。4打席連続三振から
の逆転ホームラン——この劇的なデビューは、長嶋茂雄という男の生き方そのものを象徴してい
た。失敗を引きずらず、常に前を向き、最後には必ず結果を出す。その姿は、多くのファンの心を

掴み、日本中を熱狂させた。 

生い立ちと若き日の苦難 

昭和11年（1936年）2月20日、長嶋茂雄は千葉県印旛郡臼井町（現在の佐倉市）に生まれた。父
は鉄道員で、家庭は決して裕福ではなかった。しかし、少年時代の長嶋は、野球に夢中だった。

学校が終わると、空き地でボールを追いかけ、日が暮れるまでバットを振り続けた。 

中学生の頃、長嶋は佐倉第一中学校で野球部に入部した。当時の練習は厳しく、夏の炎天下で

も休みなく走り込みやノックが続いた。しかし長嶋は弱音を吐かず、誰よりも練習に励んだ。その

努力が実を結び、県内でも注目される選手に成長した。 

高校は佐倉第一高等学校（現・佐倉高校）へ進学。ここで長嶋は伝説を作る。ある試合で、長嶋

は右中間のバックスクリーンへ特大のホームランを放った。この一打は、当時の高校野球界で語

り草となり、長嶋の名は全国に知られるようになった。 

高校卒業後、長嶋は立教大学へ進学した。立教大学野球部は、東京六大学リーグの強豪だっ

た。しかし、大学野球のレベルは高校とは比べ物にならなかった。長嶋は一年生の時、ほとんど

試合に出られなかった。悔しさを胸に、長嶋は夜遅くまでグラウンドに残り、黙々と練習を続け

た。 



特に有名なのが、「闇夜の1000本ノック」である。長嶋は先輩に頼んで、夜遅くまでノックを受け
続けた。暗闇の中、わずかな灯りを頼りに、ボールを追いかけた。この地道な努力が、長嶋を天

才打者へと押し上げた。二年生からレギュラーに定着し、三年生の時には打率.380を記録。四年
生ではリーグ最多の13本塁打を放ち、首位打者にも輝いた。 

昭和33年（1958年）、長嶋は読売ジャイアンツへ入団。契約金は当時としては破格の1800万円
だった。しかし、プロの壁は厚かった。オープン戦では打てず、首脳陣からも「本当にこの選手で

大丈夫か」と疑問視された。それでも長嶋は腐らず、開幕戦で見事に結果を出した。 

成功への転機・ブレイクスルー 

長嶋茂雄のプロ野球人生は、デビュー戦のホームランから始まった。この一打で自信をつけた長

嶋は、その後も快進撃を続けた。新人王を獲得し、巨人の四番打者として不動の地位を築いた。 

昭和34年（1959年）シーズン、長嶋は打率.305、29本塁打、92打点を記録。新人王とベストナイ
ンに輝いた。この年から、長嶋は「ミスタージャイアンツ」として、巨人の顔となった。 

長嶋の魅力は、成績だけではなかった。彼のプレーは華があり、見ている者を興奮させた。三塁

守備では、難しい打球を華麗にさばき、観客を沸かせた。打席では、派手なバッティングフォーム

でボールを遠くへ飛ばし、スタンドを歓喜の渦に巻き込んだ。そして何より、彼の明るい笑顔と前

向きな姿勢が、多くのファンに愛された。 

長嶋は現役生活17年間で、驚異的な成績を残した。通算成績は打率.305、444本塁打、1522打
点。首位打者6回、本塁打王2回、打点王5回、MVP2回。昭和49年（1974年）には2000本安打を
達成した。 

昭和49年（1974年）10月14日、後楽園球場。長嶋茂雄の引退セレモニーが行われた。球場は満
員の観客で埋め尽くされ、誰もが涙を流した。そして長嶋は、マイクの前でこう語った。 

「わが巨人軍は永久に不滅です」 

この言葉は、日本のスポーツ史に残る名セリフとなった。長嶋は現役を引退したが、その後も監

督として巨人を率い、平成6年（1994年）には日本一に導いた。 

独自の哲学・思考法 

長嶋茂雄の哲学は、「前向きの哲学」という言葉に集約される。彼は失敗を引きずらず、常に次

のチャンスに集中した。4打席連続三振をしても、五打席目でホームランを打つ——それが長嶋
のスタイルだった。 

長嶋はこう語っている。「失敗は成功のもと。やり直せばいいんだ」。この言葉は、彼の野球人生

を貫く信念だった。三振しても、エラーをしても、決して下を向かない。次の打席、次の守備で取り

返せばいい。この切り替えの早さが、長嶋を天才打者にした。 

また、長嶋の野球は「感性」を重視していた。彼は理論よりも、体で感じることを大切にした。「野

球は頭でやるもんじゃない、心でやるもんだ」——長嶋のこの言葉は、彼の独自の野球観を示し
ている。難しい理論を並べるのではなく、自分の感覚を信じてプレーする。この直感的なスタイル

が、長嶋の大胆なプレーを生み出した。 



さらに、長嶋はチームと観客を何よりも大切にした。試合中、ベンチでは常に大きな声でチームメ

イトを励まし、観客に向かって手を振った。長嶋の存在そのものが、チームに活気を与えた。「野

球は観客がいてこそのスポーツだ」——長嶋はそう信じ、常にファンを喜ばせることを考えてい
た。 

長嶋のもう一つの特徴は、明るさと楽観性だった。どんな苦しい状況でも、長嶋は笑顔を絶やさ

なかった。「最後には何とかなる」という楽観的な姿勢が、周囲を励まし、チーム全体を明るくし

た。この明るさが、長嶋を「国民的ヒーロー」にした理由の一つである。 

現代に活かす3つの教訓 

長嶋茂雄の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：失敗を引きずらず、次のチャンスに集中する 

長嶋は4打席連続三振をしても、五打席目でホームランを打ちました。過去の失敗を引きずって
いては、次のチャンスを逃します。現代のビジネスでも、プレゼンが失敗した、企画が通らなかっ

た——そんな時こそ、気持ちを切り替えて次に向かう力が成功を呼びます。 

教訓2：自分らしい表現で、周囲を盛り上げる 

長嶋は華のあるプレーで観客を魅了しました。自分の個性を活かし、周囲を明るくすることが、

チーム全体の成果につながります。現代のビジネスでも、自分の強みを発揮し、チームに活気を

与える存在になることが重要です。 

教訓3：明るさと前向きな姿勢が、成功を呼ぶ 

長嶋の楽観的な姿勢は、チーム全体に伝染しました。困難な状況でも笑顔を絶やさず、「何とか

なる」と信じる姿勢が、周囲を励まし、最終的な成功につながります。 

心に残る名言・エピソード 

長嶋茂雄の引退セレモニーで語られた「わが巨人軍は永久に不滅です」という言葉は、日本のス

ポーツ史に残る名言となった。この言葉には、長嶋の巨人愛と、野球への感謝の気持ちが込め

られている。 

また、長嶋の名言には「失敗は成功のもと。やり直せばいいんだ」「野球は頭でやるもんじゃな

い、心でやるもんだ」などがある。これらの言葉は、長嶋の前向きで直感的な生き方を象徴してい

る。 

長嶋は天真爛漫なエピソードでも知られている。ある日、試合前にユニフォームを忘れて球場に

来たこともあった。また、タクシーに乗った際、運転手に「どこへ行きますか？」と聞かれ、「俺は長

嶋だ！」と答えたという逸話も残っている。こうした天然ぶりが、長嶋の人間的魅力をさらに高め

た。 

長嶋茂雄は、プロ野球界のみならず、日本のスポーツ界全体に多大な影響を与えた。彼の前向

きな姿勢と華やかなプレーは、多くの人々に勇気と希望を与え続けている。 

 
 



第9章：宮本茂（ゲームクリエイター） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 

昭和56年（1981年）7月、アメリカ。任天堂の業務用ゲーム『ドンキーコング』が稼働を始めた。巨
大なゴリラが美女をさらい、赤い帽子の小さな男がジャンプしながら樽を避けて助けに向かう

——このシンプルな物語は、世界中のゲームセンターで大ヒットを記録し、任天堂を赤字の危機
から救った。 

このゲームのデザイナーが、入社わずか数年の若き工業デザイナー、宮本茂だった。彼は当時

まだ28歳。それまでプログラミングの経験はほとんどなく、キャラクターとストーリーを考えることし
かできなかった。しかし、このデビュー作が後に世界的キャラクター「マリオ」を生み出し、ゲーム

産業の歴史を変える転換点となった。 

昭和55年（1980年）、任天堂がアメリカで売り出したアーケードゲーム『レーダースコープ』が大失
敗し、会社は危機的状況に陥った。大量の在庫を抱え、上司の横井軍平は若き宮本に新しい

ゲームの開発を任せた。時間も予算もない。しかし宮本は、持ち前の発想力で「巨大なゴリラと小

さなヒーロー」の物語を考えた。そして昭和56年（1981年）、『ドンキーコング』は世界で6万5千台
以上を売り上げ、宮本茂の名を世界に知らしめた。この日が、「ゲームの神様」誕生の瞬間だっ

た。 

生い立ちと若き日の苦難 

昭和27年（1952年）11月16日、宮本茂は京都府南丹市（旧園部町）に生まれた。父親は普通の
サラリーマンで、家庭は決して裕福ではなかった。少年時代の宮本は、絵を描くことと漫画を読む

ことが何よりも好きだった。当時の彼の原体験となったのが、自宅の周囲に広がる豊かな自然

だった。 

幼い頃、宮本は家の近くの山や森、洞窟を探検して回った。ある日、木々の茂みの奥に暗い洞

窟を見つけ、懐中電灯を持って勇気を出して入ってみた。そこには静かに水の滴る音が響き、奥

には小さな泉があった。その瞬間、彼は「冒険」の興奮と発見の喜びを全身で感じた。この経験

は、後に『ゼルダの伝説』の「洞窟を探検し、宝を見つける」というゲームデザインの原点となっ

た。 

高校を卒業後、宮本は金沢美術工芸大学の工業デザイン科へ進学した。彼は絵が好きだった

が、アーティストとしては落ちこぼれていた。それでも「何か面白いものを作りたい」という思いは

強かった。大学時代、彼は漫画や映画、音楽に没頭し、時には授業をサボって喫茶店で友人とア

イデアを練った。卒業が迫るころ、宮本はどこに就職すればいいか悩んだ。当時の彼には目立っ

た実績も、強い自信もなかった。 

そんなある日、父親の友人が任天堂の山内溥社長を紹介してくれた。当時の任天堂は花札やト

ランプの会社で、ゲーム事業はまだ始まったばかりだった。宮本は自分の描いた漫画やデザイン

画を持って面接に臨んだ。山内社長は彼の創造力と発想力を気に入り、「とりあえず来てみろ」と

言った。こうして昭和52年（1977年）、25歳の宮本は任天堂に入社した。 

入社後の数年間、宮本はおもちゃやアーケードゲーム筐体のデザインを担当していた。しかし、

彼にはなかなかチャンスが巡ってこなかった。エンジニアがほとんどの職場で、美術系大学出身

の宮本は異分子だった。先輩たちは技術的な議論をしているのに、宮本はついていけない。自

分は何のために入社したのか——そんな迷いを抱えながら、宮本は日々を過ごしていた。 



成功への転機・ブレイクスルー 

宮本の人生を変えたのは、昭和55年（1980年）の『レーダースコープ』の失敗だった。任天堂がア
メリカで売り出したこのゲームは、まったく売れず、大量の在庫を抱えてしまった。会社は危機的

な状況に陥り、横井軍平をはじめとする上司たちは、新しいゲームを作って在庫の基板を再利用

する計画を立てた。そして、その仕事が若き宮本に任された。 

宮本には時間も予算もなかった。しかし、彼は持ち前の発想力で「巨大なゴリラが美女をさらい、

小さなヒーローが救出に向かう」という物語を考えた。キング・コングのような大きなキャラクター

と、ポパイのような小さくてユーモラスなキャラクターをイメージした。こうして生まれたのが『ドン

キーコング』であり、その主人公が後の「マリオ」の原型だった。 

プログラミングは他のスタッフに任せたが、宮本はキャラクターデザイン、ストーリー、ステージ構

成のほぼすべてを一人で担当した。彼はゲームの中に「ジャンプ」という動きを取り入れ、プレイ

ヤーが自分で考えて障害を乗り越える楽しさを追求した。そして昭和56年（1981年）7月、『ドン
キーコング』はアメリカで大ヒットし、世界中で6万5千台以上を売り上げた。この成功が、宮本茂
の名を世界に知らしめた。 

その後、宮本は『スーパーマリオブラザーズ』を開発する。昭和60年（1985年）、ファミリーコン
ピュータ向けに発売されたこのゲームは、世界中で4000万本以上を売り上げる大ヒットとなった。
マリオは任天堂の看板キャラクターとなり、日本を代表するキャラクターへと成長した。 

さらに昭和61年（1986年）、宮本は『ゼルダの伝説』を発表した。このゲームは、自由に世界を探
検し、謎を解き、冒険する楽しさを提供した。宮本の子供時代の洞窟探検の経験が、ここで花開

いた。『ゼルダの伝説』は、アクションRPGの金字塔となり、世界中のゲームクリエイターに影響を
与えた。 

独自の哲学・思考法 

宮本茂のゲームデザイン哲学は、「誰でも楽しめるシンプルさ」と「発見と驚きの体験」にある。彼

はよくこう語った。「アイデアというのは、複数の問題を一気に解決するものだ」。彼のゲームは

ルールがシンプルでありながら奥が深く、何度遊んでも新しい発見がある。 

『スーパーマリオブラザーズ』では、最初のステージ「1-1」だけで、プレイヤーは自然にジャンプや
敵の倒し方を学ぶことができた。これは「チュートリアルなしで、遊びながら学ぶ」というデザイン

の完成形だった。宮本は、ゲームを説明書なしでも楽しめるように設計することを心がけた。 

また、宮本は「プレイヤーの心の中にインタラクティブな世界を築く」ことを大切にした。彼はゲー

ムを単なる娯楽ではなく、「感情を動かす体験」として捉えていた。『ゼルダの伝説』では、プレイ

ヤーが洞窟を見つけたときのワクワク感、謎を解いたときの達成感を大切にした。こうした体験

は、彼自身の子供時代の冒険の記憶から生まれたものだった。 

さらに、宮本は「面白いかどうかは、遊んでいる姿を見れば分かる」とも言った。完成したゲーム

を社内でテストプレイさせ、プレイヤーの表情や反応を観察し、何度でも作り直す。この「ちゃぶ台

返し」と呼ばれる徹底した修正作業は、宮本の作品が世界中で愛される理由の一つである。 

宮本はまた、「ゲームは生きていくために必要ではないかもしれない。でも、遊びがあるから人生

は豊かになる」とも語っている。この言葉は、宮本のゲームに対する姿勢を象徴している。ゲーム

は単なる暇つぶしではなく、人生を豊かにする文化である——そう信じて、宮本はゲームを作り
続けた。 



現代に活かす3つの教訓 

宮本茂の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：自分の原体験を大切にする 

宮本のゲームの多くは、彼自身の子供時代の体験から生まれています。洞窟探検が『ゼルダの

伝説』に、庭いじりが『ピクミン』につながりました。自分の記憶や感情を仕事に活かすことで、他

人には真似できない独自性が生まれます。 

教訓2：シンプルにすることで本質が見える 

宮本は複雑な機能を削ぎ落とし、誰でも理解できるシンプルなルールに磨き上げます。これは商

品開発やプレゼンテーション、コミュニケーションにも通じます。本質を見極め、シンプルに伝える

ことが、成功への近道です。 

教訓3：完成しても、何度でも作り直す覚悟を持つ 

宮本の「ちゃぶ台返し」は有名ですが、これは完璧主義ではなく、「本当に面白いか?」を追求する
姿勢の表れでした。プロジェクトの途中で立ち止まり、本質を見直す勇気が、最終的な成功を生

みます。 

心に残る名言・エピソード 

宮本茂の名言の一つに、「アイデアというのは複数の問題を一気に解決するもの」という言葉が

ある。この言葉は、宮本のゲームデザインの核心を表している。一つのアイデアで、ゲームの面

白さ、操作のしやすさ、テンポの良さ——すべてを同時に解決する。それが真のアイデアだと宮
本は考えた。 

また、「ゲームは生きていくために必要ではないかもしれない。でも、遊びがあるから人生は豊か

になる」という言葉も、宮本の哲学を象徴している。ゲームは単なる娯楽ではなく、人生を豊かに

する文化である——その信念が、宮本を世界的クリエイターへと押し上げた。 

『ドンキーコング』の成功後、宮本は『スーパーマリオブラザーズ』『ゼルダの伝説』『スターフォック

ス』『ピクミン』など、数々の名作を生み出し続けた。彼の作品は世界中で数億本以上を売り上

げ、ゲーム産業を牽引してきた。平成31年（2019年）には、ゲーム関係者として史上初めて文化
功労者に選ばれた。 

昭和56年（1981年）の夏、誰も知らなかった若き工業デザイナーは、一本のゲームで世界を変え
た。彼が描いた小さなキャラクターは、今も世界中の人々に愛され続けている。宮本茂の物語

は、「好きなこと」を追い続けることが、やがて時代を創る力になることを教えてくれる。 

 
 

第10章：黒澤明（映画監督） 
プロローグ：人生の転換点となったエピソード 



昭和26年（1951年）8月、イタリア・ヴェネツィア。第12回ヴェネツィア国際映画祭で、一本の日本
映画が上映された。タイトルは『羅生門』。監督は、黒澤明。平安時代の京都を舞台に、一つの殺

人事件を四人の異なる視点で描いた、斬新な構成の時代劇だった。 

上映が終わると、会場は静まり返った。そして次の瞬間、割れんばかりの拍手が鳴り響いた。観

客は総立ちとなり、黒澤明の名を叫んだ。そして数日後、『羅生門』はヴェネツィア国際映画祭の

最高賞、金獅子賞を受賞した。この瞬間が、日本映画が世界に認められた歴史的な転換点と

なった。 

実は、日本国内ではこの映画はあまり話題にならなかった。キネマ旬報のベストテンでも5位か6
位だった。しかし、イタリアの映画関係者がわざわざフィルムを持ち帰り、ヴェネツィアで上映した

ことで、世界が黒澤明の才能を認めた。この受賞によって、黒澤は一躍「世界のクロサワ」とな

り、日本映画の地位を押し上げた。41歳の黒澤にとって、この日が人生の大きな転機となった。 

生い立ちと若き日の苦難 

明治43年（1910年）3月23日、黒澤明は東京都品川区で、父・黒澤勇と母・シマの末っ子として生
まれた。8人兄弟の末子だった。父は陸軍士官学校の体育教師で、厳格な軍人気質の持ち主
だった。しかし同時に、新しい文化にも理解があり、子供たちに映画や演劇を見せることを許し

た。 

少年時代の黒澤は、内気で引っ込み思案だった。しかし、絵を描くことが好きで、画家になること

を夢見ていた。中学時代には美術部に所属し、油絵に熱中した。卒業後、黒澤は画家を目指して

二科展に出品し、入選するほどの才能を見せた。しかし、絵だけでは食べていけない現実に直面

した。 

青年時代の黒澤に、大きな悲劇が襲った。昭和8年（1933年）、23歳の時、最も慕っていた兄の
丙午が労働運動の挫折と愛人との心中で自殺した。その4ヶ月後には長兄も病死した。黒澤は
深い絶望に沈んだ。何のために生きるのか、自分は何をすべきなのか——黒澤は3年間、虚無
感に苦しみ続けた。 

昭和11年（1936年）、26歳の黒澤は、ある新聞広告を目にした。「映画助監督募集」。映画には
ほとんど関心がなかったが、何か新しいことを始めたいという思いから、黒澤は応募した。100倍
を超える難関だったが、彼の絵の才能が認められ、P.C.L.映画製作所（後の東宝）に採用され
た。こうして、黒澤は映画の世界に足を踏み入れた。 

入社後、黒澤は山本嘉次郎監督の下で助監督として働き始めた。しかし、映画の知識はゼロ

だった。周囲はベテランばかりで、黒澤は素人同然だった。それでも、黒澤は必死に学んだ。山

本監督は厳しくも温かく、黒澤に映画作りの基礎を叩き込んだ。脚本の書き方、カメラワーク、演

出——すべてをゼロから学んだ。 

成功への転機・ブレイクスルー 

黒澤の人生を変えたのは、昭和18年（1943年）、33歳での監督デビュー作『姿三四郎』だった。
柔道の創始者・嘉納治五郎をモデルにした青春映画で、若き柔道家の成長を描いた。この作品

は大ヒットし、黒澤は一躍注目の若手監督となった。 

しかし、戦後の混乱期、黒澤は新しい挑戦を始めた。昭和23年（1948年）、『酔いどれ天使』を発
表。戦後の闇市を舞台に、酒に溺れる医師とヤクザの若者の交流を描いた社会派映画だった。



この作品で、黒澤は三船敏郎という天才俳優と出会った。三船の圧倒的な存在感と演技力に、

黒澤は衝撃を受けた。この出会いが、黒澤の映画人生を大きく変えることになる。 

そして昭和25年（1950年）、黒澤は『羅生門』を完成させた。芥川龍之介の短編『藪の中』を原作
に、一つの殺人事件を四人の異なる視点で描いた。真実は一つではなく、人はそれぞれの都合

で嘘をつく——黒澤は人間の複雑さと曖昧さを描き出した。この斬新な構成と映像美が、ヴェネ
ツィア国際映画祭で絶賛され、金獅子賞を受賞した。 

昭和29年（1954年）、黒澤は『七人の侍』を発表した。1年以上の製作期間と大規模な予算をか
けた時代劇超大作で、戦国時代の農村を舞台に、7人の侍が野武士から村を守る物語だった。こ
の作品は日本映画史上最高傑作と評され、世界中の映画人に多大な影響を与えた。ジョージ・

ルーカスの『スター・ウォーズ』、ハリウッドの西部劇など、数え切れないほどの作品が『七人の

侍』からインスピレーションを受けた。 

独自の哲学・思考法 

黒澤明の映画作りの哲学は、「一生懸命に作ったものは、一生懸命見てもらえる」という言葉に

集約される。彼は妥協を許さず、完璧を追求した。些細なことでも妥協したら、すべてが崩れてし

まう——そう信じて、黒澤は映画作りに全身全霊を注いだ。 

黒澤は、脚本にも徹底的にこだわった。彼は「心の中に思っていることは、書いてると自然に出て

くる。こういうことを書いてやろうって頭で映画を作るのはダメ」と語っている。計算ではなく、心か

ら湧き出るものを映像にする——それが黒澤の創作姿勢だった。 

また、黒澤は映像の美しさにも強くこだわった。彼は画家志望だったため、構図や色彩に対する

感覚が鋭かった。『羅生門』では、木漏れ日の美しさを表現するために、太陽光を直接カメラに入

れる大胆な撮影を行った。『七人の侍』では、雨のシーンを効果的に使い、泥まみれの激しい戦

闘を描いた。黒澤の映像は、絵画のように美しく、そして力強かった。 

黒澤はまた、俳優の演技にも厳しかった。彼は俳優に対して、「もっと本気で」「もっと感情を込め

て」と何度もリテイクを求めた。時には100回以上撮り直すこともあった。しかし、その厳しさは愛
情から来ていた。黒澤は俳優の可能性を信じ、最高の演技を引き出そうとした。三船敏郎は後

に、「黒澤監督のおかげで、俳優として成長できた」と語っている。 

黒澤の映画には、「人間を信じよう」というメッセージが込められている。戦争、貧困、絶望——ど
んな困難な状況でも、人間には希望がある。それを信じて生きることが大切だ——黒澤はそう信
じていた。 

現代に活かす3つの教訓 

黒澤明の生き方から、現代のビジネスパーソンが学べる教訓は以下の3つです。 

教訓1：妥協せず、完璧を追求する 

黒澤は「些細なことだといって、ひとつ妥協したら、将棋倒しにすべてがこわれてしまう」と語りまし

た。現代のビジネスでも、品質への妥協は信頼を失う原因になります。細部まで徹底的にこだわ

ることが、最終的な成功を生みます。 

教訓2：心から湧き出るものを形にする 



黒澤は計算で映画を作るのではなく、心の中にある思いを映像にしました。現代のビジネスで

も、頭だけで考えた企画は人の心を動かしません。自分が本当に信じるもの、心から伝えたいこ

とを形にすることが、人を動かす力になります。 

教訓3：困難な状況でも希望を見出す 

黒澤の映画には、どんな絶望的な状況でも人間の尊厳と希望が描かれています。現代のビジネ

スでも、困難に直面した時こそ、希望を見出し、前に進む力が必要です。 

心に残る名言・エピソード 

黒澤明の名言の一つに、「一生懸命に作ったものは、一生懸命見てもらえる」という言葉がある。

この言葉は、黒澤の映画作りの姿勢を象徴している。手を抜かず、全力で作ったものは、必ず観

客に伝わる——その信念が、黒澤を世界的監督へと押し上げた。 

また、「人間、自分の苦労に正比例して価値判断をしてはならない」という言葉も印象深い。どん

なに苦労して作っても、それが観客にとって面白くなければ意味がない——黒澤は常に観客の
視点を忘れなかった。 

黒澤は昭和65年（1990年）、80歳の時にアカデミー賞特別名誉賞を受賞した。ジョージ・ルーカス
とスティーヴン・スピルバーグが授賞式でプレゼンターを務め、黒澤への敬意を表した。平成10
年（1998年）9月6日、黒澤明は88歳で亡くなった。しかし、彼の作品は今も世界中で愛され続け
ている。 

昭和26年（1951年）の夏、ヴェネツィアで一人の日本人監督が世界に認められた。彼が作り出し
た映像は、時代を超えて人々の心を揺さぶり続けている。黒澤明の物語は、「妥協せず、自分の

信念を貫く」ことが、やがて世界を動かす力になることを教えてくれる。 

 
 

終章：10人に共通する「天才力」——あなたの中の可能性を目
覚めさせる7つの法則 
織田信長、杉田玄白、坂本龍馬、福澤諭吉、野口英世、本田宗一郎、手塚治虫、長嶋茂雄、宮

本茂、黒澤明——時代も分野もまったく異なる10人の天才たち。しかし、彼らの生き方を見つめ
ると、驚くほど共通する法則が浮かび上がってくる。それは、生まれ持った才能ではなく、彼らが

選び取った「思考」と「行動」のパターンだった。 

この終章では、10人に共通する7つの法則を紐解き、現代を生きる私たちが今日から実践できる
具体的なアクションを提示する。天才とは、特別な人間ではない。正しい法則を知り、それを日々

実践した人間なのだ。 

共通項1：常識を疑い、既成概念を破壊する勇気 

織田信長は、桶狭間で圧倒的な兵力差を覆し、楽市楽座で経済の常識を変えた。坂本龍馬は、

敵対する薩摩と長州を結びつけ、誰もが不可能と思った同盟を成立させた。福澤諭吉は、身分



制度が当たり前だった時代に「天は人の上に人を造らず」と説いた。宮本茂は、ゲームに「物語」

と「感情」を持ち込み、ゲーム産業の概念を変えた。 

彼らに共通するのは、「それが当たり前」とされていることに疑問を持ち、新しいやり方を試す勇

気だった。常識は時代と共に変わる。今の常識が、10年後も常識である保証はない。変化の激し
い現代こそ、常識を疑い、新しい価値を創造する力が求められている。 

共通項2：失敗を恐れず、何度でも挑戦し続ける執念 

本田宗一郎は、ピストンリング開発で何度も失敗し、工場を空襲で失い、それでも諦めなかった。

野口英世は、左手の火傷というハンディを背負いながら、世界的な研究者となった。黒澤明は、

兄の自殺という絶望を乗り越え、映画監督として世界に認められた。長嶋茂雄は、デビュー戦で4
打席連続三振をしても、五打席目でホームランを打った。 

彼らは失敗を「終わり」ではなく、「次への学び」と捉えた。失敗したら、その原因を分析し、改善

し、再び挑戦する。その繰り返しこそが、成功への最短距離だった。現代のビジネスでも、失敗を

恐れて動けない人よりも、失敗から学んで次に活かす人の方が成長する。 

共通項3：圧倒的な努力と継続——才能を超える地道な積み重ね 

杉田玄白は、オランダ語の辞書もないまま、3年半かけて『解体新書』を翻訳した。手塚治虫は、
一日18時間、週に150ページの漫画を描き続けた。野口英世は、「誰よりも三倍、四倍、五倍勉
強する者、それが天才だ」と語り、それを実践した。長嶋茂雄は、「闇夜の1000本ノック」で技術を
磨いた。 

彼らは天才ではなく、「努力の天才」だった。才能は努力で磨かれる。一日の努力は小さくても、

それが積み重なれば、やがて大きな成果になる。現代のビジネスでも、スキルアップやキャリア

形成は、地道な努力の積み重ねでしか達成できない。 

共通項4：明確なビジョンと目標——「何のために」を見失わない 

織田信長は「天下布武」を掲げ、戦乱を終わらせる理想を持った。坂本龍馬は「日本を洗濯する」

という志を持ち、新しい国家を夢見た。福澤諭吉は「一身独立して一国独立す」と説き、教育で国

を変えようとした。黒澤明は「人間を信じよう」というメッセージを映画に込めた。 

彼らには、明確なビジョンがあった。「何のために」という目的が明確だからこそ、困難に直面して

も諦めなかった。現代のビジネスでも、目標が明確な人ほど、モチベーションを維持しやすい。自

分は何のために働くのか、何を実現したいのか——そのビジョンを持つことが、成功への第一歩
となる。 

共通項5：仲間を信じ、協力し、互いに高め合う 

杉田玄白は、前野良沢、中川淳庵と協力して『解体新書』を完成させた。坂本龍馬は、西郷隆

盛、桂小五郎、勝海舟など、多くの仲間と協力して薩長同盟を成立させた。本田宗一郎は、藤沢

武夫という経営のパートナーを得て、ホンダを世界企業に成長させた。黒澤明は、三船敏郎とい

う天才俳優と出会い、数々の名作を生み出した。 

彼らは一人では成し遂げられなかった。仲間と協力し、互いの強みを活かし、弱みを補い合った

からこそ、大きな成果を生んだ。現代のビジネスでも、チームワークと協力が成功の土台である。

自分の得意分野に集中し、他は信頼できる仲間に任せる——その姿勢が、組織を強くする。 



共通項6：好奇心と学び続ける姿勢——常に新しいことに挑戦する 

福澤諭吉は、三度も海外に渡航し、西洋文明を学び続けた。手塚治虫は、医学、文学、映画、音

楽——あらゆる分野から学び、それを漫画に活かした。宮本茂は、子供時代の洞窟探検、庭いじ
り——日常の体験をゲームデザインに反映させた。黒澤明は、絵画、文学、音楽——多様な芸
術から学び、映画に昇華させた。 

彼らは常に学び続けた。新しい知識、新しい経験——それが創造の源泉となった。現代のビジネ
スでも、変化に対応するには学び続けることが不可欠である。新しい技術、新しいトレンド——そ
れを学ぶ姿勢が、競争力を生む。 

共通項7：逆境を力に変える——困難こそが成長の機会 

織田信長は、「うつけ」と馬鹿にされ、弟との内紛に苦しんだ。杉田玄白は、辞書もないままオラ

ンダ語に挑んだ。野口英世は、左手の火傷というハンディを背負った。本田宗一郎は、空襲で工

場を失った。黒澤明は、兄の自殺という絶望を経験した。 

しかし、彼らは逆境を言い訳にしなかった。むしろ、逆境をバネにして、さらに強くなった。困難は

避けられない。しかし、その困難にどう向き合うかで、人生は変わる。逆境を乗り越えた経験こそ

が、人を成長させ、強くする。 

 

今日からできる5つのアクション 

では、私たちは今日から何を始めればいいのか。10人の天才から学んだ法則を、具体的な行動
に落とし込んでみよう。 

アクション1：自分の「好き」を深掘りする 

宮本茂は子供時代の洞窟探検を、手塚治虫は医学知識を、黒澤明は絵画の才能を、それぞれ

の仕事に活かした。あなたの「好き」は何だろうか。趣味、特技、興味のある分野——それを深掘
りし、仕事に結びつける方法を考えてみよう。自分の好きなことを仕事にできれば、努力は苦痛

ではなく、喜びになる。 

アクション2：小さな挑戦を習慣にする 

長嶋茂雄は毎晩1000本ノックを受けた。杉田玄白は毎日少しずつ翻訳を進めた。大きな目標
は、小さな一歩の積み重ねで達成される。今日から、毎日15分だけ新しいスキルを学ぶ、毎日1
ページだけ本を読む——そんな小さな挑戦を習慣にしてみよう。継続は力なり。 

アクション3：失敗を記録し、次に活かす 

本田宗一郎は失敗から学び続けた。失敗したら、その原因をノートに書き出してみよう。何が悪

かったのか、次はどう改善するのか——それを明確にすることで、同じ失敗を繰り返さなくなる。
失敗は成長の材料である。 

アクション4：自分のビジョンを言葉にする 



織田信長の「天下布武」、坂本龍馬の「日本を洗濯する」——彼らは自分のビジョンを明確に言
葉にした。あなたは何のために働くのか、何を実現したいのか——それを一文で書いてみよう。
ビジョンが明確になれば、日々の行動も変わる。 

アクション5：信頼できる仲間を見つける 

杉田玄白は前野良沢と、本田宗一郎は藤沢武夫と、協力して成功を収めた。一人で抱え込ま

ず、信頼できる仲間に相談し、協力してもらおう。チームで働くことで、自分一人では成し遂げら

れない大きな成果を生むことができる。 

 

天才とは、特別な人間ではない。正しい法則を知り、それを日々実践した人間である。織田信長

も、杉田玄白も、坂本龍馬も、最初は普通の人間だった。しかし、彼らは選び取った。常識を疑

い、失敗を恐れず、努力を続け、仲間と協力し、逆境を力に変える——その選択の積み重ねが、
彼らを天才にした。 

あなたの中にも、天才の種は眠っている。それを目覚めさせるのは、あなた自身の選択である。

今日から、一歩を踏み出そう。小さな挑戦を始めよう。そして、継続しよう。10人の天才が歩んだ
道は、あなたにも開かれている。 
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